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イ
ン
ド
で
頑
張
っ
て
い
ま
す
！
！

　

１
丁
目
の
矢
野
圭
輔
さ
ん

　

お
二
人
が
学
園
町
に
引
っ
越
し
て
き
た
の

が
８
年
前
の
２
０
１
４
年
３
月
。
そ
の
前
は

千
葉
や
新
座
に
住
ん
で
い
ま
し
た
。

　

圭
輔
さ
ん
は
熊
本
県
生
ま
れ
。
５
歳
の
時

に
銀
行
員
だ
っ
た
父
親
の
転
勤
で
マ
レ
ー
シ

ア
の
首
都
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
へ
。
小
学
校

時
代
の
ほ
と
ん
ど
を
現
地
で
過
ご
し
、
帰
国

後
、
日
本
の
中
学
校
、
高
校
を
卒
業
し
て
、

東
京
農
業
大
学
の
北
海
道
オ
ホ
ー
ツ
ク
キ
ャ

ン
パ
ス（
網
走
市
）に
入
学
し
ま
し
た
。同
キ
ャ

ン
パ
ス
に
は
、
バ
イ
オ
資
源
、
バ
イ
オ
産
業

に
関
わ
る
自
然
・
生
命
・
人
間
・
社
会
を
幅

広
く
学
ぶ
生
物
産
業
学
部
が
あ
り
ま
す
。

　

一
方
、
伊
世
さ
ん
は
３
歳
か
ら
学
園
町
に

隣
接
し
た
南
沢
で
育
ち
、
高
校
卒
業
ま
で
南

沢
の
実
家
に
住
ん
で
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、

入
学
し
た
の
が
東
京
農
大
北
海
道
オ
ホ
ー
ツ

ク
キ
ャ
ン
パ
ス
。
こ
こ
で
圭
輔
さ
ん
と
運
命

的
な
出
会
い
が
あ
っ
た
と
い
う
わ
け
で
す
。

オ
ホ
ー
ツ
ク
キ
ャ
ン
パ
ス
を
選
ん
だ
理
由

は
、
圭
輔
さ
ん
が
「
自
然
と
関
わ
り
た
か
っ

た
」、
伊
世
さ
ん
が
「
食
品
関
係
の
こ
と
を

学
べ
る
こ
と
が
魅
力
だ
っ
た
」
と
微
妙
に

違
っ
て
い
ま
す
が
、
二
人
と
も
「
家
を
出
た

か
っ
た
。
ど
う
せ
な
ら
遠
い
所
が
よ
か
っ
た
」

と
い
う
点
で
は
一
致
し
て
い
ま
す
。

　

卒
業
後
、
圭
輔
さ
ん
は
近
鉄
エ
ク
ス
プ
レ

ス
に
就
職
し
ま
し
た
。
国
際
物
流
を
行
っ
て

い
る
企
業
で
「
海
外
で
育
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

世
界
を
舞
台
に
仕
事
を
し
た
か
っ
た
。
物
流

系
の
企
業
は
海
外
拠
点
が
多
く
、
す
ぐ
に
海

外
で
働
け
る
と
思
っ
た
の
で
す
」。
最
初
の

勤
務
地
は
成
田
空
港
、
そ
の
後
も
都
内
の
オ

フ
ィ
ス
で
勤
務
し
、
当
初
の
希
望
と
は
裏
腹

に
海
外
勤
務
と
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

海
外
を
舞
台
に
働
き
た
い
―
―
若
い
頃
か
ら
の
夢
を
実
現
し
て
今
、
イ

ン
ド
で
国
際
物
流
の
仕
事
に
携
わ
っ
て
い
る
矢
野
圭
輔
さ
ん
（
35
）。
妻

の
伊
世
さ
ん
（
36
）
と
二
人
の
お
子
さ
ん
、
く
る
み
ち
ゃ
ん
（
７
歳
）、

楓
ち
ゃ
ん
（
１
歳
）
と
離
れ
て
チ
ェ
ン
ナ
イ
に
単
身
赴
任
中
で
す
。
日
本

に
一
時
帰
国
し
た
折
り
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

一
方
、
伊
世
さ
ん
は
卒
業
後
実
家
の
南
沢

に
戻
り
、
業
務
用
の
食
品
卸
の
会
社
に
務
め

ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
二
人
は
２
０
１
３
年
に
結
婚
、

学
園
町
に
引
っ
越
し
て
き
た
と
い
う
わ
け
で

す
。
お
子
さ
ん
が
生
ま
れ
る
前
に
一
戸
建
て

に
引
っ
越
し
し
よ
う
と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、

学
園
町
に
気
に
入
っ
た
物
件
が
あ
り
ま
し
た
。

「
南
沢
の
実
家
か
ら
ひ
ば
り
ヶ
丘
駅
へ
行
く

時
、
学
園
町
を
通
る
の
で
す
が
、
い
い
な
あ

と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
緑
が
ま
だ
残
っ
て
い

て
環
境
も
い
い
で
す
ね
」
と
伊
世
さ
ん
。

　

圭
輔
さ
ん
は
「
マ
レ
ー
シ
ア
の
ク
ア
ラ
ル

ン
プ
ー
ル
で
は
、
首
都
と
は
い
え
自
然
豊
か

な
所
に
住
ん
で
い
ま
し
た
。
日
本
に
帰
國
し

た
時
は
、
最
初
渋
谷
区
の
ビ
ル
ば
か
り
場
所

に
住
ん
で
い
て
、
子
供
心
に
緑
の
あ
る
と
こ

ろ
に
住
み
た
い
と
い
う
思
い
が
募
り
ま
し
た
。

こ
こ
は
ち
ょ
っ
と
歩
け
ば
落
合
川
に
も
行
け
、

子
供
が
遊
べ
ま
す
。
野
菜
の
直
売
所
も
近
く

に
あ
り
ま
す
」
と
話
し
ま
す
。

　

す
ぐ
に
海
外
で
働
け
る
と
思
っ
て
い
た
圭

輔
さ
ん
の
夢
が
実
現
し
た
の
が
、
入
社
後
10

年
ほ
ど
経
っ
た
２
０
２
０
年
で
し
た
。
赴
任

地
は
イ
ン
ド
の
チ
ェ
ン
ナ
イ
（
か
つ
て
の
地

名
は
マ
ド
ラ
ス
）。
国
際
輸
送
を
担
っ
て
い
ま

す
。
例
え
ば
日
本
の
自
動
メ
ー
カ
ー
の
部
品

の
輸
入
や
送
り
出
し
の
手
配
業
務
な
ど
営
業

的
な
仕
事
に
従
事
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
翌
年
か
ら
イ
ン
ド
で
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
猛
威
を
ふ
る
い
、
１
日

40
万
人
が
感
染
す
る
ほ
ど
に
な
り
、
赴
任
後

半
年
で
い
っ
た
ん
帰
国
し
、
昨
年
８
月
に
再

び
イ
ン
ド
へ
。
そ
し
て
、
昨
年
末
に
日
本
に

一
時
帰
国
し
ま
し
た
。
こ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

を
し
た
の
は
今
年
１
月
17
日
で
す
が
、
圭
輔

さ
ん
は
そ
の
翌
日
、
イ
ン
ド
に
戻
り
ま
し
た
。

■
幼
児
生
活
団
園
庭
開
放

５
月
25
日
（
水
）10:00

～11:00

６
月
２
日
（
木
）10:00

～11:00

６
月
８
日
（
水
）10:00

～11:00

幼
児
生
活
団
幼
稚
園
入
園
希
望
の
方
へ
園
庭

開
放
を
行
い
ま
す
。

■
男
子
部
・
女
子
部
学
校
説
明
会

４
月
23
日
（
土
）14:30

～15:15

５
月
21
日
（
土
）14:30

～15:15

男
子
部
・
女
子
部
の
中
等
科
・
高
等
科
入
学

希
望
の
方
へ
学
校
説
明
会
を
行
い
ま
す
。
対

象
：
小
学
４
年
生
～
中
学
３
年
生

■
初
等
部
オ
ン
ラ
イ
ン
学
校
説
明
会

４
月
23
日
（
土
）9:30

～10:30

■
初
等
部　

児
童
が
つ
く
る
学
校
説
明
会

５
月
23
日
（
土
）9:30

～10:30

全
体
説
明
・

校
内
見
学
・
個
別
相
談
】

※
上
記
催
し
に
つ
い
て
、
詳
細
は
自
由

学
園
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て

お
り
ま
す
。

※
お
問
合
せ
先
：
自
由
学
園
広
報
本
部

TEL : 042-428-2123
e-m

ail : kh@jiyu.ac.jp
URL : https://www.jiyu.ac.jp

「
あ
と
３
、４
年
は
イ
ン
ド
で
頑
張
り
ま
す
」

と
い
う
言
葉
を
残
し
て
…
…
。

　

最
後
に
学
園
町
へ
の
要
望
や
希
望
を
聞
い

た
と
こ
ろ
、「
子
育
て
の
環
境
に
は
い
い
の
で

す
が
、
意
外
に
遊
び
場
が
少
な
い
で
す
ね
。

遊
び
に
行
く
た
め
に
は
ひ
ば
り
が
丘
団
地
に

行
く
か
、
自
由
学
園
し
の
の
茶
寮
し
か
あ
り

ま
せ
ん
」
と
い
う
感
想
が
返
っ
て
き
ま
し
た
。

自

由

学

園

か
ら
の
お
知
ら
せ



午
後
の
部

（
音
楽
の
贈
り
物
）

ま
た
は

①
お
名
前
（
ふ
り
が
な
）、

②
お
申
し
込
み
人
数

③
電
話
番
号

を
記
載
の
上
、

Info.a.o.0907@gm
ail.com

ま
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

主
催　

 AKIKO OGINO Service

協
賛　

学
園
町
自
治
会

お
問
合
せ　

info.ao.0907@gm
ail.

com
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「
親
子
で
楽
し
む
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
」・「
音
楽
の
贈
り
物
」

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
め
ざ
し
て

４
月
　
日
、
地
域
密
着
型
コ
ン
サ
ー
ト
開
催

　

長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
で
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
形
も
様
変
わ
り
し
て
い
ま
す
。

外
出
を
控
え
た
「
お
う
ち
生
活
」
や
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
は
じ
め
と
す
る
さ

ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
も
自
粛
を
余
儀
な

く
さ
れ
住
民
同
士
の
交
流
も
途
絶
え
が

ち
で
す
。
そ
ん
な
状
況
を
打
破
し
よ
う

と
４
月
23
日
（
土
）、
自
由
学
園
み
ら

い
か
ん
で
「
地
域
密
着
型
コ
ン
サ
ー
ト
」

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
「
親
子
で
楽
し
む
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

〝
チ
ェ
ロ
、
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
、
ヴ
ァ
イ

オ
リ
ン
に
よ
る
協
演
〝
」
と
銘
打
ち
、

国
際
的
に
活
躍
す
る
東
京
藝
術
大
学
卒

業
の
３
人
の
音
楽
家
が
演
奏
し
ま
す
。

　

こ
の
企
画
の
代
表
者
・
荻
野
晶
子
さ

ん
は
「
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
の
影
響
で

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
希
薄
化
が
進
ん

で
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
と
異
な
る
生
活

を
強
い
ら
れ
る
中
、
本
物
の
音
楽
に
触

れ
て
、
地
域
の
皆
さ
ま
に
幸
せ
な
気
持

に
な
っ
て
も
ら
い
、
相
互
の
絆
を
深
め

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
性
化
の
た
め
に

皆
さ
ん
が
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

コ
ン
サ
ー
ト
は
、
親
子
向
け
の
午
前

の
部
「
親
子
で
楽
し
む
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
」

（
10
時
半
～
11
時
半
）、
一
般
向
け
（
小

学
校
高
学
年
以
上
）
の
午
後
の
部
「
音

楽
の
贈
り
物
」（
14
時
～
15
時
半
）
の

２
部
で
構
成
さ
れ
、終
了
後
懇
親
会
（
ワ

ン
コ
イ
ン
ド
リ
ン
ク
）
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
午
前
の
部
は
小
学
校
中
学
年
ま

で
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者
が
対
象
で
、

定
員
40
名
。
料
金
は
大
人
１
０
０
０

円
、
子
供
５
０
０
円
（
３
歳
未
満
は
無

料
）。
午
後
の
部
は
定
員
40
名
で
、
大

人
３
０
０
０
円
、学
生
２
０
０
０
円
（
小

中
高
）。

演
奏
者
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
は
以
下
の
通

り
で
す
。

●
山
澤
陽
子　

ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
。

２
０
０
９
年
藝
大
シ
ン
フ
ォ
ン
ニ
ー

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
一
員
と
し
て
ベ
ル
リ

ン
公
演
。
ソ
ロ
、
室
内
楽
、
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
で
活
動
。

●
花
岡
（
現
：
井
口
）
沙
季　

ヴ
ァ
イ

オ
リ
ン
。Zathurecz

国
際
コ
ン
ク
ー

ル
を
は
じ
め
多
数
の
国
内
外
の
コ
ン

サ
ー
ト
で
入
賞
。
現
在
、
東
京
室
内
管

弦
楽
団
団
員
。

●
山
澤
慧　

チ
ェ
ロ
。
２
０
１
５
年
以

降
、
無
伴
奏
チ
ェ
ロ
曲
の
み
を
集
め

た
「
マ
イ
ン
ド
ツ
リ
ー
」
を
毎
年
開
催
。

千
葉
交
響
楽
団
契
約
首
席
チ
ェ
ロ
奏

者
。

■
申
し
込
み
は
、

下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

午
前
の
部
（
親
子
で

楽
し
む
ア
ン
サ
ン
ブ

ル
）

　

解
剖
学
者
の
養
老
猛
・
東
京
大
学
名

誉
教
授
が
書
い
た
『
子
ど
も
が
心
配　

人
と
し
て
大
事
な
三
つ
の
力
』（
Ｐ
Ｈ

Ｐ
新
書
）
が
、
２
月
に
発
刊
さ
れ
ま
し

た
。
次
代
を
担
う
子
ど
も
こ
ど
も
た
ち

の
こ
と
を
思
う
気
持
ち
か
ら
医
師
や
脳

研
究
者
ら
４
人
の
識
者
と
対
談
し
た
記

録
を
１
冊
に
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

そ
の
４
人
の
対
談
者
の
一
人
が
高
橋
和

也
自
由
学
園
学
園
長
。
本
書
の
第
４
章

で
「
自
分
の
頭
で
考
え
る
人
を
育
て
る

　

―
―
自
由
学
園
の
教
育
」
と
題
し
て
、

自
由
学
園
の
教
育
理
念
と
そ
の
実
践
を

紹
介
し
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
を

創
っ
て
い
く
子
ど
も
に
必
要
な
こ
と
は

何
か
を
論
じ
て
い
ま
す
。

★
な
ん
ぶ
ま
な
ぶ
シ
リ
ー
ズ

《
１
》［
ヨ
ガ
教
室
関
係
①
～
⑤
］

①「
夕
方YOGA

教
室
」（
金
曜
ク
ラ
ス
）

４
月
８
日
・
15
日
・
５
月
６
日
・
13
日
・

20
日
・
６
月
３
日
・
10
日

17

：30

～18

：30　
参
加
費
５
０
０

円
（
当
日
払
い
）
定
員
10
名
、
健
康
運

動
指
導
士
中
村
陽
子

②
「
ヨ
ガ
男
塾
！
」

４
月
８
日
・
15
日
・
５
月
６
日
・
13
日
・

20
日
・
６
月
３
日
・
10
日

19:00

～20

：00

③
「
日
曜
ヨ
ガ
教
室
」

４
月
17
日
・
５
月
15
日
・
６
月
５
日

１
部10

：00

～11

：00

２
部13

：00

～14

：00

④
「
健
康
体
操
」

４
月
17
日
・
５
月
15
日
・
６
月
５
日

１
部11

：30

～12

：30

２
部14

：30

～15

：30

⑤「
夕
方YOGA

教
室
」（
火
曜
ク
ラ
ス
）

４
月
12
日
・
19
日
・
26
日
・
５
月
10
日
・

17
日
・
24
日
・
31
日
・
６
月
７
日17

：

30

～18

：30 

※
上
記
②
，
③
、
④
、
⑤
の
【
参
加
費
】、

　
【
定
員
】、【
講
師
】
に
つ
い
て
は
、

い
ず
れ
も
①
と
同
一
。

★
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

４
月
11
日(

月)

・ 

５
月
９
日(

月)
10

：00

～12

：00

参

加

費

２
０
０
０
円
。
定
員
４
組
。
生
後
２
か

月
～
１
歳
前
後
の
赤
ち
ゃ
ん
と
マ
マ
さ

ん
・
妊
婦
さ
ん

★
「
バ
ク
さ
ん
と
そ
の
仲
間
と
音
楽
と
」

４
月
24
日(

日)

・
５
月
29
日(

日)

開
場13

：00　

13

：15

～15

：00

参
加
費
５
０
０
円

★
60
歳
か
ら
の
音
楽
で
脳
ト
レ
体
操

４
月
25
日(

月)

・
５
月
30
日(

月)
10:15

～11:30

参
加
費
１
０
０
０
円

★
妊
婦
さ
ん
と
マ
マ
の
た
め
の
こ
こ
ろ

と
か
ら
だ
の
セ
ル
フ
ケ
ア
レ
ッ
ス
ン

４
月
25
日(

月)

・
５
月
23
日(

月)
10

：00

～11

：30

定
員
８
名
（
親

子
参
加
は
４
組
ま
で
）
参
加
費
５
０
０

円
。
対
象
：
妊
娠
中
の
不
安
な
気
持
ち

を
共
有
し
た
い
方
。
子
育
て
の
悩
み
を

共
有
し
た
い
方
。
マ
タ
ニ
テ
ィ
ラ
イ
フ

を
ナ
チ
ュ
ラ
ル
な
ケ
ア
で
過
ご
し
た
い

方★
な
ん
ぶ
お
し
ゃ
べ
り
サ
ロ
ン

５
月
５
日(

月)

・
６
月
３
日(

月)
13

：30

～15:30

参
加
費
１
０
０
円

対
象
者
：
地
域
に
お
住
い
の
高
齢
者

★
え
い
ご
で
あ
そ
ぼ
う

５
月
21
日(

日)

幼
児
ク
ラ
ス　

13

：30

～14

：30

小
学
生
ク
ラ
ス  15

：00

～16

：00

定
員
：
各
ク
ラ
ス
10
名

参
加
費
１
０
０
０
円
（
教
材
費
含
む
）

講
師
：M

ai

先
生

（
英
語
教
室
に
長
年
携
わ
っ
て
い
る
ベ

テ
ラ
ン
講
師
）

※
各
イ
ベ
ン
ト
問
合
せ

南
部
地
域
セ
ン
タ
ー

（
指
定
管
理
者　

株
式
会
社
セ
イ
ウ
ン
）

042-451-2021
Higashikurum

e_nanbu@s-seiun.
co.jp

２３

新
刊
書
で
高
橋
学
園
長
が

養
老
猛
東
大
名
誉
教
授
と
対
談

南
部
地
域
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

お

知

ら

せ
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船
内
新
聞
で
始
ま
る
一
日

　

早
朝
、
部
屋
に
は
毎
日
船
内
新
聞
が

届
け
ら
れ
る
。
そ
の
日
の
予
定
が
時
間
、

場
所
ご
と
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
例
え

ば
、
ラ
ジ
オ
体
操
午
前
６
時
、
船
の
先

端
ス
ペ
ー
ス
。
麻
雀
教
室
午
前
１
０
時
、

左
舷
通
路
。
乗
客
が
名
乗
り
を
あ
げ
て

始
ま
る
自
主
企
画
と
呼
ば
れ
る
も
の
が

ほ
と
ん
ど
だ
。
運
動
会
、
卓
球
大
会
、

紅
白
歌
合
戦
な
ど
の
行
事
も
あ
る
。
新

聞
を
見
な
が
ら
予
定
を
決
め
る
。
長
期

集
中
で
き
る
環
境
を
活
か
し
て
、
私
は

英
語
の
レ
ッ
ス
ン
を
と
っ
て
い
た
。

修
理
し
な
が
ら
船
は
行
く

酔
い
止
め
を
飲
み
な
が
ら
私
は
行
く

　

乗
っ
て
い
た
オ
セ
ア
ニ
ッ
ク
号
は
、

こ
の
前
の
航
海
で
使
わ
れ
て
い
た
船
が

壊
れ
た
た
め
、
急
遽
ス
ペ
イ
ン
の
船
会

社
の
倉
庫
に
あ
っ
た
も
の
を
引
っ
張
り

出
し
て
き
た
代
物
だ
。
長
い
こ
と
使
わ

れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
絶
不
調
で
あ

る
。
部
屋
の
出
入
り
口
の
鍵
は
さ
び
付

い
て
、
か
か
ら
な
い
し
開
か
な
い
。

　

ま
た
、
あ
る
朝
、
そ
れ
は
寝
ぼ
け
ま

な
こ
の
夫
の
身
に
起
き
た
。
横
向
き
で

寝
て
い
た
目
の
前
の
壁
に
５
ミ
リ
ほ
ど

の
黒
い
点
が
見
え
る
。
よ
く
見
る
と
虫

で
あ
る
。
な
ん
と
南
京
虫
だ
っ
た
の
だ
。

虫
も
寝
ぼ
け
て
動
き
が
止
ま
っ
て
い
た

の
だ
。
隣
の
部
屋
に
も
出
て
大
騒
ぎ
に

な
っ
た
。
ベ
ッ
ド
を
壁
か
ら
離
し
食
わ

れ
な
い
よ
う
に
し
て
事
な
き
を
得
た
。

　

部
屋
に
鏡
ば
り
観
音
開
き
の
洋
服
ダ

ン
ス
が
つ
い
て
い
た
。
夫
が
開
け
よ
う

と
し
た
瞬
間
、
重
さ
10
キ
ロ
は
あ
り
そ

う
な
そ
の
扉
の
片
方
が
、
ド
ン
と
10
セ

ン
チ
ほ
ど
、
夫
の
足
先
を
か
す
め
て
落

ち
た
の
だ
。
幸
い
怪
我
は
し
な
か
っ
た

が
、
即
修
理
を
頼
ん
だ
。
が
っ
し
り
し

た
体
格
の
30
代
位
の
男
性
が
２
人
、
来

た
と
思
っ
た
ら
い
つ
の
間
に
か
い
な
く

な
っ
た
。
見
る
と
扉
が
斜
め
に
つ
い
て

い
る
。
手
に
負
え
な
い
と
見
て
ず
ら

か
っ
た
よ
う
だ
。
危
な
い
の
で
も
う
一

方
の
扉
だ
け
で
使
う
こ
と
に
し
た
。

　

私
は
船
酔
い
す
る
。
朝
起
き
た
ら
酔

い
止
め
の
薬
を
飲
む
が
、
揺
れ
が
大
き

い
と
効
か
な
い
。
寝
る
し
か
な
い
。
夫

は
酒
に
は
弱
い
が
船
に
は
酔
わ
な
い
。

珈
琲
︑
紅
茶
そ
れ
と
も
お
茶
？

　

食
事
は
大
食
堂
で
３
食
サ
ー
ビ
ス

さ
れ
る
。「
作
る
こ
と
か
ら
解
放
さ
れ

る
」
と
女
性
陣
に
大
好
評
で
あ
る
。
軽

食
は
デ
ッ
キ
の
喫
茶
な
ど
で
も
食
べ
る

こ
と
が
出
来
る
。
う
ど
ん
、
ラ
ー
メ

ン
、
フ
ォ
ー
な
ど
飽
き
な
い
よ
う
に
メ

ニ
ュ
ー
も
工
夫
さ
れ
て
い
た
。

　

横
浜
を
出
港
し
て
１
か
月
程
経
っ
た

こ
ろ
、
水
不
足
に
な
っ
た
。
食
堂
で
は

テ
ー
ブ
ル
に
つ
く
と
ウ
エ
イ
タ
ー
が

「
コ
ー
ヒ
ー
、
テ
イ
ー
、
オ
ア
、
ジ
ャ

パ
ニ
ー
ズ
テ
イ
ー
」
と
聞
い
て
く
る
。

そ
れ
は
有
難
い
の
だ
が
、
水
不
足
を
海

水
の
処
理
で
凌
い
で
い
た
せ
い
か
ど
れ

を
飲
ん
で
も
塩
っ
ぽ
い
の
だ
。
要
は
、

味
が
よ
く
分
か
ら
な
い
。
口
に
す
る
た

び
、
こ
れ
は
ど
れ
だ
ろ
う
と
な
る
。
そ

の
う
え
に
、
そ
も
そ
も
何
を
頼
ん
だ
っ

け
が
加
わ
る
。
ウ
エ
イ
タ
ー
か
ら
聞
か

れ
た
セ
リ
フ
を
そ
っ
く
り
自
分
に
問
い

か
け
る
訳
だ
。
次
の
寄
港
地
で
水
を
補

給
し
て
や
っ
と
本
来
の
味
に
戻
っ
た
。

怒
涛
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

　

寄
港
す
る
前
日
に
は
、
パ
ス
ポ
ー
ト

や
お
金
の
用
意
、
参
加
す
る
ツ
ア
ー
の

説
明
等
が
あ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
国
が

た
て
こ
ん
で
い
る
。
と
ど
う
な
る
か
。

説
明
会
、
上
陸
、
説
明
会
、
上
陸
。
こ

れ
が
連
日
続
く
。
す
る
と
み
ん
な
こ
ん

が
ら
が
っ
て
く
る
。
食
事
時
、
昨
日
デ

ン
マ
ー
ク
で
と
言
う
と
、
え
っ
、
昨
日

は
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
じ
ゃ
な
か
っ
た
、
て

な
具
合
。
頭
の
中
の
整
理
が
上
陸
の
ス

ピ
ー
ド
に
追
い
付
か
な
い
の
で
あ
る
。

忙
し
い
船
内
生
活

　
　
　
　                                          

篠
宮
　
晴
子

★
バ
ル
ト
三
国
の
大
学
生
と
船
内
で

︵
右
下
が
私
︶

　

３
月
下
旬
か
ら
学
園
町
も
花
が
た
く

さ
ん
芽
吹
い
て
春
ら
し
く
な
っ
て
き
ま

し
た
。
桜
、
モ
ク
レ
ン
、
沈
丁
花
な
ど

が
そ
ろ
そ
ろ
終
わ
り
、
木
々
は
新
緑
の

季
節
に
な
っ
て
き
ま
す
。
桜
の
儚
さ
も

趣
が
あ
っ
て
い
い
で
す
が
、
新
緑
の

清
々
し
さ
も
と
て
も
気
持
ち
が
よ
く
私

は
大
好
き
で
す
。
庭
で
は
チ
ュ
ー
リ
ッ

プ
や
ネ
モ
フ
イ
ラ
な
ど
草
花
が
に
ぎ
や

か
に
咲
き
始
め
ま
す
。

　

一
方
、
お
花
屋
さ
ん
で
は
常
に
少
し

ず
つ
季
節
の
先
取
り
の
た
め
、
チ
ュ
ー

リ
ッ
プ
や
ス
イ
ト
ピ
ー
な
ど
春
の
花
は

野
生
種
な
ど
を
除
い
て
は
あ
ま
り
見
ら

れ
な
く
な
り
ま
す
。
今
は
品
種
改
良
や

輸
入
な
ど
、
通
年
を
通
し
て
み
ら
れ

る
花
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
そ
の

季
節
な
ら
で
は
の
切
り
花
達
も
あ
り
ま

す
。

　

４
月
に
な
っ
て
出
て
く
る
花
、
例
え

ば
芍
薬
。
こ
ち
ら
は
４
月
中
旬
頃
か
ら

少
し
ず
つ
出
て
き
て
５
月
下
旬
こ
ろ
ま

で
見
ら
れ
ま
す
。
芍
薬
は
つ
ぼ
み
は
３

～
５
ｃ
ｍ
位
の
球
状
の
も
の
で
す
が
咲

く
と
１
０
～
１
５
ｃ
ｍ
ほ
ど
の
大
き

な
花
に
な
り
ま
す
。
と
て
も
見
ご
た
え

が
あ
っ
て1

輪
挿
し
で
も
貫
禄
が
あ
り

ま
す
し
、
何
本
か
ま
と
め
て
挿
す
と
と

て
も
華
や
か
で
ボ
リ
ュ
ー
ム
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
季
節
な
ら
で
は
の
お
す
す
め

で
す
。
蕾
か
ら
咲
き
だ
す
ま
で
１
週
間

ほ
ど
か
か
り
咲
き
だ
す
と
一
気
に
開
き

ま
す
。
小
さ
い
硬
い
つ
ぼ
み
は
た
ま
に

咲
か
ず
に
終
わ
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ

る
の
で
お
花
屋
さ
ん
で
購
入
す
る
と
き

は
少
し
色
づ
い
て
い
る
も
の
を
選
ぶ
と

い
い
で
し
ょ
う
。

　

ビ
バ
ー
ナ
ム
や
ラ
イ
ラ
ッ
ク
も
こ
の

季
節
の
も
の
で
、
少
し
高
価
で
す
が
人

気
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
水
揚
げ
が

難
し
い
の
で
す
が
、
よ
く
水
が
上
が
っ

た
も
の
を
購
入
し
て
花
瓶
に
挿
す
と
き

は
下
の
茎
（
枝
）
の
皮
を
剥
ぐ
、
割

る
、
中
綿
を
取
る
な
ど
し
て
た
っ
ぷ
り

の
水
を
あ
げ
る
と
花
持
ち
が
よ
く
な
り

ま
す
。

　

ま
た
、
通
年
見
ら
れ
る
花
で
も
ガ
ー

ベ
ラ
、
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
は
旬
の

季
節
で
花
も
ち
も
い
い
の
で
お
ス
ス
メ

で
す
。

　

折
角
で
す
か
ら
季
節
の
花
を
飾
っ
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

お
問
い
合
わ
せ
は
立
川
さ
ん(

フ
ロ
ー

ラ
ル
ラ
イ
フ)042-423-8646

花だより㉖

　にぎやかな草花が咲き

　木々には清々しい新緑

　　　　　　　　　 立川まり　　　　　　　　　 立川まり
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み
な
さ
ん
、
災
害
時
に
つ
い
て
家
庭

内
で
話
し
て
い
ま
す
か
？

３
月
16
日
23
時
36
分
に
起
き
た
福
島
沖

地
震
で
は
、
久
し
ぶ
り
の
大
き
な
揺
れ

で
慌
て
た
方
も
多
か
っ
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

地
震
の
場
合
は
、
直
接
的
な
被
害
に

対
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
二
次
災
害
に

も
注
意
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
二
次
災

害
を
起
こ
さ
な
い
た
め
の
準
備
も
常
に

心
が
け
て
お
き
た
い
も
の
で
す
。
災
害

が
起
き
た
時
の
こ
と
を
想
像
す
る
こ
と

は
、
楽
し
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

ど
の
よ
う
に
行
動
す
る
か
を
イ
メ
ー
ジ

し
て
お
く
こ
と
は
と
て
も
重
要
で
す
。

　

一
般
的
に
は
、災
害
後
72
時
間
は
「
自

助
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
大
規
模
災

害
発
生
時
に
は
１
週
間
が
自
助
に
な
り

ま
す
。
ま
た
、
災
害
時
に
避
難
を
思
い

立
っ
て
か
ら
実
際
に
避
難
で
き
る
ま
で

に
１
時
間
を
要
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

例
え
ば
、
地
震
に
よ
っ
て
大
規
模
火

災
が
都
心
で
起
き
て
、
逃
げ
な
く
て
は

い
け
な
く
な
っ
た
時
に
、
鞄
一
つ
を

持
っ
て
逃
げ
ら
れ
る
準
備
が
出
来
て
い

な
く
て
も
、
避
難
す
る
と
き
に
持
っ
て

出
な
く
て
は
な
ら
な
い
リ
ス
ト
一
覧
を

通
常
か
ら
作
っ
て
お
く
だ
け
で
も
良
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
も
家

庭
内
で
話
し
合
い
を
し
て
、
あ
る
程
度

の
こ
と
を
決
め
て
お
く
の
が
大
切
に
な

災
害
に
備
え
て

大
切
な
家
族
の
話
し
合
い

住
民
と
の
交
流
目
指
し
て

　
自
由
学
園
見
学
会

「
生
徒
と
一
緒
に
自
由
学
園
を
見
て
回

ろ
う
」と
い
う
催
し
が
、３
月
６
日（
日
）

に
自
由
学
園
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
か
れ
ま

し
た
。
自
由
学
園
の
学
生
・
生
徒
た
ち

の
「
学
園
町
の
住
民
の
皆
さ
ん
と
も
っ

と
交
流
し
、
お
互
い
に
道
で
す
れ
違
っ

た
ら
挨
拶
を
か
わ
せ
る
よ
う
な
関
係
に

な
り
た
い
。
そ
の
た
め
に
ま
ず
手
は
じ

め
に
自
由
学
園
の
こ
と
と
、
私
た
ち
の

こ
と
を
知
っ
て
も
ら
お
う
」
と
い
う
思

い
か
ら
、
こ
の
企
画
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

　

女
子
部
、
男
子
部
の
中
等
科
、
高
等

科
の
生
徒
が
住
民
と
共
に
小
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
て
キ
ャ
ン
パ
ス
を
散
策
し
、

豊
か
な
自
然
や
建
物
、
生
徒
の
生
活
ぶ

り
な
ど
を
紹
介
し
よ
う
と
い
う
も
の
で

す
。
コ
ロ
ナ
感
染
対
策
を
徹
底
し
、
２

部
制
で
実
施
し
ま
し
た
。
事
前
に
住
民

に
チ
ラ
シ
を
配
付
し
て
呼
び
か
け
た
と

こ
ろ
、大
き
な
反
響
が
あ
り
、17
グ
ル
ー

プ
と
な
り
ま
し
た
。

　

折
り
し
も
白
梅
・
紅
梅
の
ま
っ
盛
り

の
キ
ャ
ン
パ
ス
を
約
１
時
間
か
け
て
散

策
。
最
初
は
緊
張
し
て
ぎ
ご
ち
な
か
っ

た
生
徒
た
ち
の
説
明
も
次
第
に
流
暢
に

な
り
ま
し
た
。
住
民
と
の
質
疑
応
答
も

活
発
に
行
わ
れ
、
当
初
の
目
的
は
十
分

達
せ
ら
れ
た
と
い
え
そ
う
で
す
。

　

最
後
に
、
生
徒
か
ら
「
こ
れ
か
ら
も

自
由
学
園
と
学
園
町
の
住
民
の
交
流
が

活
発
に
な
る
よ
う
頑
張
り
た
い
」
と
抱

負
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
う
し
た
交

流
会
な
ど
へ
の
住
民
の
皆
さ
ん
の
積
極

的
な
参
加
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

り
ま
す
。

　

我
が
家
は
、
夫
婦
二
人
暮
ら
し
で
、

お
互
い
会
社
員
で
す
が
、
二
人
で
以
下

の
こ
と
を
申
し
合
わ
せ
て
い
ま
す
。

★
外
出
時
に
災
害
に
あ
っ
た
場
合
の
待

ち
合
わ
せ
場
所
、
離
れ
て
暮
ら
す
息
子

た
ち
と
安
否
情
報
の
確
認
方
法

★
備
蓄
類
の
相
談
（
食
料
、
水
、
薬
、

ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
、
カ
セ
ッ
ト
コ

ン
ロ
、
ろ
う
そ
く
、
マ
ッ
チ
、
電
池
等
）

★
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
（
電
気
・
ガ
ス
、
上

下
水
道
、
通
信
）
の
停
止
に
対
す
る
備

え★
避
難
場
合
の
持
ち
出
し
品
を
詰
め
た

リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
の
用
意

東
道
五
十
三
次
完
歩
し
ま
し
た
　
そ
の
⑧

　
草
薙
か
ら
宇
津
野
の
谷
へ

２
丁
目
　
藤
田
義
子

　

も
う
一
つ
、
災
害
時
に
重
要
な
の
は

早
い
決
断
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
落
ち

着
い
て
判
断
す
る
と
同
時
に
、
的
確
で

迅
速
な
決
断
が
出
来
る
こ
と
が
大
切
な

命
を
救
う
こ
と
に
繋
が
り
ま
す
。
迷
っ

て
い
る
間
に
多
く
の
こ
と
や
も
の
を

失
っ
て
し
ま
う
場
合
も
あ
る
で
し
ょ

う
。

　

毎
日
で
な
く
て
も
２
か
月
に
１
回
、

半
年
に
１
回
な
ど
、
家
族
で
話
を
す
る

時
間
を
作
る
こ
と
を
習
慣
化
す
る
こ
と

が
災
害
へ
の
備
え
の
一
助
と
な
り
ま

す
。
そ
し
て
、た
ま
に
は
隣
近
所
の
方
々

と
も
防
災
に
つ
い
て
の
会
話
を
し
て
み

ま
せ
ん
か
。
ヒ
ン
ト
に
な
る
こ
と
、
い

ざ
と
言
う
と
き
に
助
け
に
な
る
こ
と
が

あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
よ
。（荻

野
晶
子
）

●
第
16
回
２
０
１
９
年
３
月
２
日
（
１

日
目
９
㎞
２
６
０
０
０
歩
）・
３
日
（
２

日
目
10
㎞
２
７
０
０
０
歩
）

　

草
薙
―
府
中
―
丸
子
―
宇
津
野
の
谷

草
薙
を
出
て
静
鉄
静
岡
清
水
線
に
沿
っ

て
府
中
宿
に
は
い
る
。
こ
の
宿
は
東

海
道
最
大
規
模
の
宿
場
で
天
保
14

（1184

）
年
に
は
人
口
１
万
４
０
７
１

人
を
数
え
た
。
家
康
が
天
保
13
年
に
築

城
し
、
大
御
所
と
し
て
晩
年
を
過
ご
し

た
駿
府
城
の
遺
跡
は
、
今
四
方
を
掘
に

囲
ま
れ
四
つ
の
日
本
庭
園
と
、
茶
室
を

備
え
た
紅
葉
山
庭
園
、
家
康
の
銅
像
や

稚
児
の
か
ら
く
り
人
形
な
ど
が
あ
る
公

園
で
あ
っ
た
。
前
回
に
書
い
た
、
望
嶽

亭
を
逃
れ
た
山
岡
鉄
舟
が
後
に
西
郷
隆

盛
と
江
戸
城
無
欠
開
城
を
話
し
合
っ
た

場
所
も
近
く
に
あ
る
。

　

宿
場
内
を
進
む
と
、
碁
盤
の
目
の
よ

う
に
区
切
ら
れ
た
城
下
町
が
あ
る
。
大

工
町
、
紺
屋
町
な
ど
と
職
業
ご
と
に
名

前
が
つ
い
た
区
画
は
家
康
の
都
市
計
画

で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
他
に
も
道
幅
13
ｍ

の
七
間
町
通
り
が
あ
り
４
０
０
年
の
歴

史
あ
る
商
店
街
を
ゆ
っ
く
り
と
歩
く
事

が
で
き
た
。
し
か
し
一
見
碁
盤
の
目
の

よ
う
だ
が
、
そ
れ
は
何
度
も
直
角
に
曲

が
っ
て
敵
の
襲
撃
を
交
す
た
め
の
都
市

計
画
で
も
あ
っ
た
の
だ
。
丸
子
宿
に
入

る
ま
で
幾
度
ま
が
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。

　

と
ろ
ろ
汁
で
有
名
な
四
百
年
も
続
く

丁
子
屋
で
早
目
の
夕
食
、
地
元
産
の
自

然
薯
で
作
っ
た
と
ろ
ろ
汁
を
大
き
な
鉢

で
た
っ
ぷ
り
頂
い
た
。
昔
作
り
の
丁
子

屋
を
出
る
と
振
袖
姿
の
娘
、
羽
織
袴
の

若
者
が
並
ん
で
い
た
。
た
ま
た
ま
３
日

が
お
祭
り
で
宿
内
は
沢
山
の
店
が
賑
や

か
に
並
び
前
日
の
今
日
は
狐
の
嫁
入
り

で
こ
れ
か
ら
お
婿
さ
ん
狐
が
お
嫁
さ
ん

狐
を
迎
え
に
行
く
行
列
と
か
、
成
程
よ

く
見
れ
ば
皆
の
頭
の
上
に
は
狐
の
面
が

乗
っ
て
い
た
。

　

今
回
の
宿
は
珍
し
く
ル
ー
ト
イ
ン
ホ

テ
ル
で
は
な
く
ホ
テ
ル
オ
ー
レ
で
あ
っ

た
。
次
の
日
国
道
を
２
㎞
ほ
ど
歩
い
て

か
ら
斜
め
に
旧
道
に
は
い
る
の
で
歩
道

橋
を
渡
る
と
き
Ｋ
君
が
黙
っ
て
手
を
か

し
て
く
れ
た
。
瓦
版
５
回
で
私
を
お
母

さ
ん
と
呼
ん
だ
Ｏ
さ
ん
と
言
い
、
こ
の

グ
ル
ー
プ
で
は
そ
れ
ぞ
れ
が
顔
の
あ
る

一
人
一
人
だ
と
思
っ
た
。

　

日
本
橋
を
出
て
箱
根
を
越
え
た
時
の

グ
ル
ー
プ
で
は
私
は
た
だ
大
勢
の
中
の

一
人
だ
っ
た
し
、
他
の
人
も
そ
れ
ぞ
れ

が
そ
の
よ
う
に
み
え
た
。
こ
の
グ
ル
ー

プ
で
は
４
年
た
っ
た
今
に
な
っ
て
も
Ａ

さ
ん
、
Ｉ
さ
ん
他
に
も
沢
山
の
歩
き

仲
間
の
お
顔
を
思
い
出
す
ほ
ど
に
濃
い

交
わ
り
が
あ
っ
た
。
宇
津
ノ
谷
峠
の
狭

い
険
し
い
坂
も
楽
し
い
仲
間
に
つ
ら
れ

て
喘
ぎ
な
が
ら
も
超
え
る
事
が
で
き
た

の
で
あ
る
。
宇
津
ノ
谷
岡
部
道
の
駅
で

ゴ
ー
ル
。




